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はじめに
　中央図書館は、2018年度に 2、3階部分において、ラーニン
グ・コモンズ（以下、LC）の機能を拡充する第 1期改修を行い、
2019年 4月にリニューアル・オープンを果たした。本稿は、第 1
期改修の概要とリニューアル後の館内利用傾向、2020年 4月オー
プンに向けた第 2期改修計画の概要を報告する。
1．第 1期改修の概要
　第 1期改修の詳細は 95号で報告したが 1）、改めて要点をまと
めておく。本学では、既に多数の LCが図書館外に整備されてい
る。そのため、後発となった図書館 LCは、徹底した利用者調査
のエビデンスに基づき、「図書館ならでは」の機能を明確にし、
他の学内 LCと差異化を図ることに努めた。この結果、中央図書
館 LCは、単に「活発な利用」がされることを是としない、次の
特徴を有している。
・ グループ利用や発話利用を認めるが、図書館本来の機能、学習・
研究の場としての雰囲気や環境を損なう利用は認めない。グ
ループで静かに集中した作業を行う、落ち着いた雰囲気のもと
資料を用いた議論を行う場とする。
・ グループと個人の利用、発話と静かな利用が同一空間に共存す
る場とする。LCの個人利用も推奨し、周囲の学習の様子から
気付きを得る場とする。
　これらを実現するため、「学問の場」という荘厳さを保った空間と
なるようデザインを統一し、什器は機能性よりも重厚感を重視した。
環境によって、「ここは騒ぐ場所ではない」といった雰囲気を作り、
利用方法に一定の抑制が働くよう意図した点も特徴と言えよう。
2．第 1期改修による館内利用傾向の変化
　改修後の館内利用について、平日の通常開館日である 2019年
12月 5日に、観察調査による館内利用量（利用時間）の測定を行っ
た。改修前の 2017年 12月 12日に実施した調査結果と比較する
ことで、利用傾向の変化の検証を試みた 2）。
　表 1に、調査で観察された館内利用者数と、そのうち図書館資
料の利用（閲覧）、何らかの資料を用いた学習（資料利用）、PC
等の機器利用、発話利用の人数を示した。改修後は館内利用者が
大きく増加する中で、閲覧者数はやや減じたものの、資料利用者
数と機器利用者数、発話者数は増加し、LC機能の拡充に伴った
変化が見られた。
　表 2に、利用者数から推定した館内利用量を示した。入館者 1
人ごとの滞在時間は 112.4分、資料を用いた学習時間である資料
利用量は 76.6分と、ともに改修前より増加し、より滞在型で学習
利用の傾向が顕著となった。入館者 1人ごとの図書館資料の閲覧
量は 30.6分とやや減じたが、閲覧の総量にはほぼ変化はなかった。
　表 3に、エリア別に各館内利用量を示した。Active Areaは、よ
りグループ利用を前提とした 2階と、個人利用を前提に設計した 3
階に分けて結果を示した。改修に伴い、席数が減じたQuiet Area
の延べ滞在時間は減じたものの、旧来の閲覧席である Silent/Quiet 
Areaは、従来とほぼ変わらない各利用率となり、利用傾向に変化
は見られなかった。LCとして改修された Active Areaは、滞在時
間と発話量だけでなく資料利用量も大きく増加し、あくまで学習
の場としての利用がされていた。表 4には、Active Areaをさらに
施設ごとに分け、グループと発話利用の傾向を示した。2階 Active 
Areaは、LCらしい「活発な利用」も多くなさ
れる一方で、全体でグループ利用率は 49.0%、発
話率は 38.0%と一定に収まり、各施設が様々な
用途で使い分けられていた。3階Active Areaは、
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LCながら個人利用が中心で、閲覧率や資料利用率が高い場となっ
ていた。
　以上の結果から、学習・研究目的以外の利用が増加することはな
く、また Active Areaはただ活発に利用される場とはならず、多様
な利用が共存し、旧来のエリアも含め館内利用の活性化を確認でき
た。本改修については、2019年 5月にアンケート調査も実施したが、
利用者からも好評であり、特に、従来の閲覧席より気兼ねなく個人
利用できる LCとして、3階 Active Areaへの評価が高かった 3）。
3．第 2期改修計画の概要
　2019年度は第 2期改修として、1、4階と地下エリアを対象に
LCの拡充を進めた。第 1期が、主に学生向けに学習利用の中心と
なる 2、3階を LCとして整備したことに対し、第 2期は、より研
究者を対象とした調査・研究のための施設を中心に、LCの機能の
強化を行った。「研究活動の支援・研究者同士の交流の促進」に繋
がる、研究図書館としての環境の充実を目指したものとなっている。
　第 2期改修で整備された新施設は次の通りである。
○ 1階コモンズ（リサーチ）
　資料閲覧のための Silent Areaだった 1階閲覧席を、Active 
Areaへ改修し、議論や共同作業を通じて研究者同士の交流を促
進し、新たな成果を創造する場とした。一方で、従来通り、個人
で資料閲覧や研究作業を行うことも可能となるよう配慮した。
○地下 1階グループ研究室 1・2・3
　研究書庫の資料を用い、グループで研究を行う施設を設けた。
予約利用を認め、研究者の所属によっては、学内に利用できる共
同研究スペースが少ないという声に応えた。
○地下 1・2階閲覧個室
　より充実した研究者個人向けサービスを意図し、閲覧個室をリ
ニューアルした。ネットワーク環境を強化し、研究図書の運搬に
利用できるブックトラックを設置した。
○ 4階図書館ラウンジ
　より学習場所として利用しやすい Active Areaになるよう什器
を見直し、ネットワーク環境を整備した。学習・研究の合間の休
憩や息抜き、くつろぎながら意見交換ができるリラックス・スペー
スとしても利用できるようにした。
○ 4階 AVホール
　従来シアター仕様の施設であったが、什器のリニューアルと
ネットワーク環境の整備を行い、図書館による講習会、図書館を
活用した授業が実施可能な多目的ホールとした。
○その他の施設
　4階 AVルームは、機能は変わらないが、仕様を一部変更する
ため改修を行った。2階 Quiet Areaと Silent Areaは、経年劣化
したカーペットを全面的に貼り替えた。
おわりに
　本改修の、徹底したエビデンス・ベースによる設計、典型的な
LCとは異なる「活発な利用」を前提としない方針、環境により
利用の抑制を図る方策は、学内外、館種を問わず多くの機関より、
関心と好意的な評価を寄せていただいた。「図書館ならでは」の
LCを希求した当館の試みが、図書館界に何らかの示唆を与える
ものとなっているのであれば、光栄なことである。今後も、当館
の取り組みの積極的な情報発信に努めたい。
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